

















人文科学研究科 哲学専攻  





感覚」（sensus communis）を現象学的１に分析することによって、「同胞愛」（fraternity, brotherhood, charity）２の危
険性に対するアーレントの批判的意義を明らかにすることにある。 
 筆者の解釈によれば、「世界への愛」と「共通感覚」は、自由で平等な人間関係の「網の目」（web）を創り出すことに
よって、「現れの空間」（space of appearance, Erscheinungsraum）を現実化する３。アーレントにとって「現れの空間」
とは、人間の複数性があらわになる場であり、人間の自由な政治的諸行為が現実化する場である。換言すれば、「世界へ













































































































































































































































sense of sharing a world）（Borren, 2013, p.238.）であると特徴づける２５。勿論この共通感覚は、アーレントが政治的
判断力の条件として挙げた、政治的共通感覚を指している。つまり、他者の立場を考慮に入れる能力としての「視野の
広い考え方」の能力である。 



























































「兄弟ではないもの」達の排除を包摂している (Borren, 2010, p.141.)。 
 ボレンによれば、「同胞愛」は、以下の点から非政治的であり、「世界喪失」をもたらす。 
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ることそれ自体である（Borren, 2010, p. 158）。このとき世界は、「友人同士の間の会話の話題（topic）と影響（effect）の条件」（Ibid.）
である。 
２４ アーレントは世界の中で「新しい始まり」に出会う経験を、「生き生きとした経験」（die lebendige Erfahrung）あるいは「生の経験」
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